
資料４－１ 

 

山岳部の利用対策（縄文杉周辺整備）について 

 
１．背景 

・山岳部の利用のあり方について、長期的な対策の方向性を定めることを目的に、地域連絡

会議の下に作業部会を設置して、検討体勢を整備。 
 

・短期的な検討事項として「縄文杉周辺の再整備のあり方」、中長期的な検討事項として「山

岳部全体の保護と利用のあり方等」を検討。 
 

・島内関係者の関心が高い「縄文杉周辺の再整備のあり方」について先だって検討を進め、

なかでも特の関心の高い閉鎖されている北側デッキの代替デッキについて集中的に検討。 

 

２．これまでの検討状況 

 ・地域連絡会議レベルでの検討 

 平成 25 年４月 18 日（第１回） → 検討会の設置を決定 

 平成 25 年６月 26 日（第２回） → 縄文杉周辺の再整備を優先的に扱うことを決定 

 平成 25 年９月５日（第３回） → 縄文杉周辺の再整備方針（北側デッキの撤去・新 

築）を決定 

 平成 26 年２月 14 日（第４回） → 北側デッキの代替デッキについて検討スケジュー 

ルを決定 
 

 ・担当者レベルでの検討 

 平成 25 年６月７日（第１回） → 検討の必要性について認識を整理 

 平成 25 年６月 20 日（第２回） → 縄文杉周辺の再整備に関する認識を整理 

 平成 25 年７月 17 日（第３回） → 縄文杉周辺の再整備についてスケジュールを提案 

 平成 25年 12 月 14 日、15 日（第４回） → 現状について状況を整理 

 平成 26 年１月 27 日（第５回） → 北側デッキの代替デッキについて検討スケジュー 

ルを提案 

 平成 26 年２月 21 日、26 日（第６回） → 観光協会案を踏まえた行政案の検討 
  

 ・地域関係者との調整 

 平成 25 年９月 26 日 → 町議会議員、屋久島観光協会を対象に北側デッキに関する検 

討状況の報告 

 平成 26 年２月 19 日 → 屋久島観光協会が検討した北側デッキの代替案を確認 

 

３．今後のスケジュール 

 ・代替デッキの行政案を作成し、地域関係者との意見交換及び現地検討を実施。 
  

・年度内に代替デッキの行政案を確定。 
 

・平成 26年度には代替デッキを設置予定。 
  

・縄文杉周辺の再整備について検討を継続。 
  

・山岳部全体の保護と利用のあり方等についても検討を継続。 


